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～笑顔でつながる 一人ひとりが認め合える 学校～ 
令和８年８月 28日 松原市立松原北小学校 

 

「言語能力をはぐくむモデル校」事業 
夏休みが終わり、子どもたちの元気な笑顔と声が、学校に戻ってきました。 

２学期は、運動会や校外学習など学校行事が数多くあります。子どもたちにとって、実りの

ある２学期となるよう、教職員一同、力を合わせて取り組んでまいります。 

 先日、メディアで考えや気持ちを言葉にする「思考の言語化」について取り上げているの

を見ました。言葉にして分析することで脳のシステムが活性化し、イライラの解消やトラブ

ルの回避、思考の整理につながるそうです。 

松原北小学校は現在「言語能力をはぐくむモデル校」事業に取り組んでいます。これは国

語科を中心に学校教育全体で言語活動の充実を図り、言語能力をはぐくみ、読書活動を推

進する取り組みです。子どもたちは国語科の授業時間を中心に様々な言葉を学び、表現を

豊かにしていきます。授業はもちろん、その他の学校生活の中でも自分の気持ちや考えを

相手に伝わる言葉に変換し、発声し、文章にします。そして、学ぶ力を育成し学力向上へと

つなげていきたいと思います。2学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

校長 苅田 洋一 

 
                         

                    【お知らせとお願い】 

〇「作品展」（場所： ランチルーム）について 

観覧時間は、８月３１日（月）～９月２日（水）午後２時 ～ ５時までです。 

保護者と児童の観覧時間を分けています。 

夏休みの児童の力作をぜひご覧になってください。  ※ 上靴と保護者証をご持参ください。 

 

○台風等による災害が発生しやすい季節が続きます。 
６月に配布した改訂版「気象警報発令時及び大規模地震発生時の児童の登下校について」を、 

再度ご確認下さい。 

 

 

 

 

 

 

 


